
基 調 講 演 

 

 

テーマ：土石流の発生が社会に与えるインパクトの評価について 

 

講 師：山口大学大学院創成科学研究科 教授 中田 幸男 

 

 

略 歴 

１９９０年３月 山口大学工学部土木工学科卒業 

１９９２年３月 山口大学大学院工学研究科修士課程建設工学専攻修了 

１９９５年３月 山口大学大学院 工学研究科博士後期課程設計工学専攻修了 

１９９５年４月 山口大学助手（工学部） 

１９９９年６月 山口大学助教授（工学部） 

２０００年１０月 Visiting Scholar in Cambridge University  
２００６年４月 山口大学助教授（大学院理工学研究科） 

２００９年４月  山口大学教授（大学院理工学研究科） 

研究活動・著書他 

２００７年－ 国土交通省中国地方整備局 道路防災ドクター 

２００６年－ 山口県土木建築部 技術アドバイザー 

２０１４－２０１６年 地盤工学会理事（調査研究部担当） 

２０１９年－ 国際地盤工学会 Technical Committee TC105 Secretary 
平成 13 年度 地盤工学会研究奨励賞 

平成 25 年度 地盤工学会研究論文賞 

平成 28 年度 地盤工学会功労賞 

講演概要等 

降雨特性の変化とともに、土砂災害の規模や頻度が大きく増加してきている。土砂災害の中でも、

土石流災害は特に発生すると社会に与えるインパクトが大きく、この防災・減災対策は緊迫した状

況にある。一方で、土石流発生の危険性の高い渓流は数え切れず、すべての渓流に万全の対策を施

すことは経済的にも不可能である。このため、対策すべき渓流の優先度を明確にするための手法や

適正な対策を検討するための手法などが必要になる。加えて、これらの手法の確度の保つために、

土石流発生時のインパクトの評価方法の確立が必要不可欠である。 

本基調講演は、土石流の発生が社会に与えるインパクトの評価について、一連の検討を紹介する。

まず、土石流災害の発生・非発生の評価に対する検討について紹介する。次いで、土石流発生時の

インパクトに大きくかかわる流出土砂量の算定に関わる調査について紹介する。ここでは侵食幅の

原位置調査結果について説明する。その上で、土石流の発生が社会に与えるインパクトの評価に対

する検討事例について紹介する。 
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